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1 はじめに
この4月から中学校では,平成 15年 12月の
学習指導要領の一部改正を受けて指導が可能と
なった ｢発展的な学習｣が掲載された新しい致
科書が使用されている｡外見上は,教科番のサ
イズが大きくなったことの方が印象的かもしれ
ない｡しかし,内容も基礎 ･基本の定着や数学
的活動を一層充実したものとなっている｡
また,7月には,国立教育政策研究所から特
定の課題に関する調査結果が公表された｡新聞
各紙では ｢高学年ほど意欲低下｣｢論理的考察,
表現に雛｣などの見出しで取り上げられた｡
そこで本稿では,こうした状況中で必要とさ
れる数学の授業づくりのポイントについて述べ
てみたい｡
2 特定の課親に関する調査について
この調査は.国語と算数 ･数学の2教科につ
いて,しかも数学については ｢数学的に考える
力｣｢計算に関する力｣の内容に絞ったもので
ある｡また特色は次の2点である｡
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(D共通の問題を出題し.学年進行に伴う定着やfl
つまづきの状況を把握 で
1
②考えるプロセスを重視した間組や.同じ内容 :l
で問い九 解答形式等を変えた問題などを通 :
して,理解状況を多角的に把握 :
例えば,(∋について, ｢3+2×4｣という
四則混合の計算問題を出題している｡通過率は,
図1のように5年,6年と低下して,中学 1年
で向上している｡
また,①について,直角三
角形ABCをABを軸として
1回乾させてできる立体につ
いて,問題Aは,できた立体
の見取り図を5つの見取り図
(三角錐.円柱,四角錐,円
錐,球)から選ぶもので,問 B C
題Bは,できた立体の名前を
5つの名前から選ぶものであるOこの間題も中
学校第1学年と第3学年で出題されていて,過
過牢は表 1のような結果である｡
表1 円錐の見取り図･名前の通過宰
間堪Aの通過宰 63.9% 91,1%
間穎Bの通過宰 34.7% 62,6%
学年進行により,通過率は向上しているが,
立体の見取り図は選ぶことができるが,その名
前を答えることには課題があることが分かる｡
円錐については,さらに興味深い結果が出て
いる｡それは,｢円錐の容器に砂をちょうどい
っぱいになるように入れました｡--･その高さ
は円柱の高さのおよそ何分のいくつになります
か｣という問題に対する通過率が51.50/Oで.2
分の 1という解答が27.3%というものである｡
3 教科書の記述について
前述の(力のような計算力については,繰り返
し計算練習ができるページが設けられていて,
計画的かつ継続的に活用することにより,塞
礎･基本の定着ができるように工夫されているO
(丑のような空間図形の理解については,身近
な立体を取り上げ,その立体を数学の学習対象
としての立体として扱うために,立体の写真に
実線を重ねた国,そして見取り図と順に示すこ
とで,生徒に理解しやすいように配慮されてい
るものもある｡紙面の都合で全てを記述するこ
とはできない｡中学校では,現在6杜7種類の
教科書がある｡是非,致材研究等に活かしてい
ただきたい｡ (岡山県教育センタ-の図番資料
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室を活用してください)
こうした=夫や配慮は,生徒の全般的な言果題
に対応したものであるが,実際の授業では.脂
導する生徒の実態に即した工夫が求められる｡
4 確かな学力について
現在では,中央教育審講会の動向について
も文部科学省のホームペ-シから知ることが
できる｡昨年 10月に中教審から ｢新 しい時
代の義務教育を創造する｣(答申)が出された｡
そして今年の2月に,審議経過報告が出され
た｡それによると.｢確かな学力｣の育成は基
本的な考え方として引き続きホされている｡
｢確かな学力｣は,｢生きる力｣を知の側面
からとらえたものであり,知識や技能はもちろ
んのこと,学ぶ意欲や,自分で課題を見つけ,
自ら学び,自ら考え.主体的に判断し,行動し,
よりよく問題を解決する資質や能力等までを含
めたものであることを再確認しておきたい｡
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5 授業づくりのポイント
最後に,確かな学力を育成するための授業づ
くりのポイントとして,次の3つを示したい｡(-~ー--I-I-~~~一一--~~--ー~-一一一~-1--I~~~;①4観点をバランスよく.指斗目標を明確に ;l I
: すること ;
;②数学的活動をより一層充実させること :
:③帽業に振り返りの活動を入れること ;t-________________.____________I__I一_
①について,目標に準拠した評価が導入され.
毎時間の指溝目標を一層明確にすることが求め
られるようになった｡
例えば,第1学年の空間図形の単元で,本時
は ｢角錐や円錐の体積の求め方を理解し,実際
に求めることができる｣という目標を設定する｡
目標を立てる際には,このように,知識 ･理解
や表現 ･処理が中心になることが多く,授業は
教師の一方的な教え込みになりがちになる｡
そこで,関心 ･意欲 ･態度の観点から ｢体積
をどのように求めることができるか,積極的に
調べようとする｣という目標を加えることによ
り,授業は変わってくる｡教師は,その目標の
達成のために,｢円錐と円柱を使った実験を取り
入れよう｡比較するために角錐と角柱も用意し
よう｣と⊥夫するからである｡単元を通して,
4観点をバラ
ンスよく指導
目標に取り入
れることが,
授業改巷につ
ながる第一歩
である｡
吟について,数学的活動の楽しさを味わうこ
とは,生徒の数学を学ぶ意欲を高めるとともに,
数学を学ぶ過程を大切にすることにつながる｡
前述の例で,円錐の体積が円柱の体積の何倍に
なるか予想をする｡次にその予想を確かめるた
めに`定巧黄をする｡3分の1倍になることが確認
できると,他の立体の場合はどうなるかと調べ
る活動がそれに相当する｡中学校では,単に活
軸が楽しかったというだけでなく.特に内的な
試行活動が活発に宥えるように=夫することが
大切である｡
③について,1時間の授業で,生徒はどのよ
うなことを学習したのだろうか｡授業の終末が,
教師の一方的なまとめにならないようにしたい
ものである｡
例えば,授業を振り返って学習のポイントや
気が付いたこと,感想等を沓(ように拍車する
と,生徒は単に ｢実験が楽しかった｣｢おもしろ
かった｣とgt･くことがある｡そういった時には,
どこが楽しかったのか,なぜおもしろかったの
か等,聞き返すことが大切である｡問題解決の
過程で活用された数学的な見方や考え方,既習
事項との関連なと1受菜の目標に迫る感想等を引
き出したい｡そして,数名の生徒に発表させる
ことで,生徒相互が気付きを共有し,数学を学
ぶ楽しさを味わったり,数学への理解を深めた
りすることにもつながる｡
授貰改善を通して,生徒に数学を学ぶ楽しさ,
確かな学力を育てていきましょう｡
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